
希学園 小５ 合否判定テスト 算数 解答 2023年11月23日実施 制限時間60分
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希学園 小５ 合否判定テスト 算数 解説 2023年11月23日実施
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11×13＋2200÷25－33×(３×４－５)

＝11×13＋88－33×７＝11×(13＋８－21)＝０

２ ３ ４ ３ ３(３─－1.5×1.5)÷{( －１─)÷４─－─}＝５─５ ５ ５ 10 ４

→ (3.4－2.25)÷{( －1.6)÷4.8－0.3}＝5.75

→ 1.15÷{( －1.6)÷4.8－0.3}＝5.75

→ ( －1.6)÷4.8－0.3＝0.2

→ －1.6＝2.4 → ＝４

９－１＝８…間の数 60÷８＝7.5(ｍ)

120＝１×120＝２×60＝３×40＝４×30＝５×24

＝６×20＝８×15＝10×12

よって，16個。

Ｂ君の釣った魚の数を②匹とすると，Ａ君は(①＋５)匹，

Ｃ君は(④－10)匹で，合わせて(⑦－５)匹。

(23＋５)÷７＝４(匹)…①

このとき，Ａ君は９匹，Ｂ君は８匹，Ｃ君は６匹。

よって，最も多く魚を釣った人は９匹釣っている。

3.2㎞＝3200ｍ ５㎞＝5000ｍ １時間２分＝62分

3200÷100＋(5000－3200)÷□＝62 → □＝60(ｍ/分)

３辺の長さを○，△，

×とする。右の図か

ら，

33－27＝６(㎝)…○

17－６＝11(㎝)…×

27－６＝21(㎝)…△

よって，(６×11＋６×21＋11×21)×２＝846(㎠)

24×３－のりしろ×２＝15×５－のりしろ×４

よってのりしろは，

(15×５－24×３)÷(４－２)＝1.5(㎝)

正方形の１辺の長さは，24×３－1.5×２＝69(㎝)

180－98＝82(度)…○○××

180－115＝65(度)…○○×

82－65＝17(度)…×

(65－17)÷２＝24(度)…○

よって は，

17×２＋24＝58(度)

１ ４ 40Ａ×１─＝Ａ×─＝Ａ×─…３ ３ 30

60Ａ÷0.5＝Ａ×２＝Ａ×─…30

８ 48Ａ÷0.625＝Ａ×─＝Ａ×─…５ 30

７ 35Ａ×─＝Ａ×─…６ 30

よって，大きい順に ， ， ， 。

40 60 48 35 183 61─＋─＋─＋─＝─＝─ より，30 30 30 30 30 10

Ａが10のとき， ， ， ， の合計は61になる。

61の倍数で200以上300以下になるのは，４倍の244のみ。

よってＡは，10×４＝40
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11－６＝５(㎝)，14－６＝８(㎝)

よって，異なる３辺の長さが

４㎝，11㎝，14㎝の直方体と，

５㎝，８㎝，12㎝の直方体。

４×11×14＋５×８×12

＝616＋480＝1096(㎤)

(４×11＋４×14＋11×14)×２＝508(㎠)…左の直方体

(５×８＋５×12＋８×12)×２＝392(㎠)…右の直方体

５×８＝40(㎠)…くっついている面

よって，508＋392－40×２＝820(㎠)

赤３枚，青２枚をそれぞれ固めてならべるとき。
かた

よって，赤青黒の３色のならべ方となる。

３×２×１＝６(通り)

赤□赤□赤□，□赤□赤□赤のとき，それぞれ３通り。

赤□赤□□赤，赤□□赤□赤のとき，それぞれ２通り。

よって，(３＋２)×２＝10(通り)

ＯＡ，ＯＤは半円の半径なの

で，長さは同じ。よってＯＤ

は６㎝。三角形ＯＤＡ，三角

形ＥＡＢ，三角形ＥＤＣは，

３つの角度が同じなので，相

似の関係にある。

４：６＝２：３

６×２＝12(㎝)…ＡＢ
３12×─＝18(㎝)…ＡＥ２

よってＤＥは，18－４＝14(㎝)

２ １14×─＝９─(㎝)３ ３

文章②③より，弟は兄が出発してから12分後，家と学校
12 ３ ３の間の─＝─の地点にいる。─＝0.6 → 60％20 ５ ５

３ １ １と，文章①を合わせて考える。弟は，─－─＝─進む５ ２ 10
のに，12－９＝３(分)かかっている。よって，弟は家か

１ら学校まで進むのに，３÷─＝30(分)かかる。10

図４の24枚(３回)に，あと２回作

業をすればよい。左の図で，あみ

目部分は14枚で，斜線部分は16枚。

よって，

24＋14＝38(枚)…４回( )

38＋16＝54(枚)…５回( )

＋４ ＋８ ＋10 ＋14 ＋16 ＋20
２枚 ６枚 14枚 24枚 38枚 54枚 …

ふえる枚数は，６，12，18，…を除いた偶数。

54＋20＝74(枚)，74＋22＝96(枚)，96＋26＝122(枚)，

122＋28＝150(枚)，となる。

のあと作業を４回しているので，５＋４＝９(回)

配点… ～ ；各４点×10， ～ ；各５点×12

；完答
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